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智場 #122 特集号 責任編集

小林 奈穂（Naho Kobayashi）
国際大学グローバル・コミュニケーション・センター
主任研究員

2000 年より、デジタル＆リアルメディアを横断したデータドリブン

なブランディング、コミュニケーション、クリエイティブ戦略企画・
開発のプロデュースに携わる。

ネットイヤーグループ株式会社、株式会社デジタルパレット（現：電
通アイソバー株式会社）、kazepro（現：カゼプロ株式会社）、富士ゼロッ

クス株式会社等を経て、2015 年 4 月より現職。

定量・定性データからファクトとストーリーを抽出し、企業との共同
研究から政策提言に至るまで、さまざまな領域のステークホルダーと

ともに研究活動を推進。2017 年 9 月設立の産官学民による政策提言
プラットフォーム、GLOCOM 六本木会議の事務局長も務めている。
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表１. 創造環境と創造性の変化
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図１. 個人・組織・社会の関係性の変化
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註 .

*1. 「つくる」の同訓意義、 漢字ペディア

 <https://www.kanjipedia.jp/sakuin/doukunigi/items/0004910000>

*2.  “Create”,ONLINE ETYMOLOGY DICTIONARY

 <https://www.etymonline.com/word/create>

*3.  「フューチャーセンター」は、一般に欧州を発祥とする対話のための施設を指す。

日本では多摩大学経営情報学科の紺野登教授が代表を務める KIRO 株式会社の登録

商標。

 

*4.  「3 × 3 Lab Future」は三菱地所が東京・大手町に開設している CSV ビジネス創発

プラットフォーム。<http://www.33lab-future.jp/>

 

*5. GAFA は Google、Apple、Facebook、Amazon の略称として一般に用いられている。
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